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tRNA は多種類のエピトランスクリプトミックな修飾を有することが知られている。中でも Lys/ Glu/ Gln に

対応する tRNA のうち anticodon1 位の wobble-uridine(tRNA-wobbleU34)は転写後に生合成付加・置換される

２つの修飾基を併せ持ち、タンパク質翻訳の fine-tuning に重要と考えられている。tRNA-wobbleU34 の２つ

の修飾基は酸素から硫黄への置換(s2U 修飾)とメトキシカルボニルメチル(mcm)基の付加（mcm5U 修飾）で

ある。この修飾は tRNA の anticodon-loop に存在し生物に高度に保存されている。我々はモデル植物のシロ

イヌナズナの tRNA-wobbleU34 の修飾酵素欠損株の作出を進めている。これまでに、まず s2U 合成酵素欠失

株及び mcm5U 合成酵素欠失株を野生株と比較し、これらの変異株では葉肉細胞間隙が増大し核内倍加サイ

クルの変化があることを明らかにしている。本年度は、両修飾酵素欠失株の作出を行った。得られた植物の

形質発現については今後の課題である。 

 

 

 

 


